
「日本の食」魅力再発見

セミナー会場（全国４ヵ所で開催）

ＴＫＰ札幌ビジネスセンター
赤レンガ前（はまなす）

※ＪＲ札幌駅　徒歩５分

【札幌会場】　月９日（水）
ＴＫＰ東京駅前カンファレンス
センター（ホール９Ａ）

※ＪＲ東京駅　徒歩１分

【東京会場】　月日（火）

ＣＩＶＩコンベンション北梅田．
Ｔ．Ｃ（）

※ＪＲ大阪駅　徒歩５分

【大阪会場】　月日（火）
ＴＫＰガーデンシティ博多
アネックス

※ＪＲ博多駅　徒歩５分

【福岡会場】　月日（木）

　田崎　真也氏
［講演者］

石
川
県
金
沢
市

甘
エ
ビ

地
形
の
恩
恵
を
受
け
る

能
登
代
表
の
高
級
食
材

生
産
者
の
地
道
な
活
動

努
力
実
り
観
光
客
増
加

中小旅館・ホテルのインバウンド対策 ④

認
知
度
向
上
、食
事
の
不
安
払
拭

尾崎　健一郎　次長
ＪＮＴＯシンガポール事務所

〝巨大市場〟インド

訪日外客

９
月
は
前
年
比

％
増


月
初
旬
に
累
計

万
人
突
破

愛知県

在住外国人を起用
情報発信に「忍者隊」

東
海
、四
国
が
上
昇

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ａ
　

９
月
の
客
室
利
用
率

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

沖
縄
で
事
業
化
へ

百
戦
錬
磨
な
ど

「

万
人
届
く
勢
い
」

観
光
庁
の
田
村
長
官

北
海
道
大
会
優
勝
は

ガ
ト
ー
キ
ン
グ
ダ
ム

　

楽
天
の
朝
ご
は
ん
フ
ェ
ス

第
一
部
・
基
調
講
演

「
旅
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
食

の
重
要
性
に
つ
い
て
」

田
崎
真
也
氏
（
国
際
ソ
ム
リ
エ
協

会
会
長
）

第
二
部
・
地
域
食
材
に
つ
い
て

「
地
域
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

作
り
に
つ
い
て
」

一
般
社
団
法
人
日
本
野
菜
ソ
ム
リ

エ
協
会

第
三
部
・
事
例
紹
介
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

〈
事
例
紹
介
〉「
食
を
活
用
し
た
観

光
振
興
の
取
組
に
つ
い
て
」
（
取

組
地
域
／
２
地
域
よ
り
）

〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

「
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
観
光
地
域

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」

第
四
部
・
名
刺
交
換
会

　
各
日
午
後
１
時
～
同
４
時
半
。

参
加
無
料
。
申
し
込
み
は
、
日
本

の
食
で
お
も
て
な
し
デ
ス
ク
（
Ｊ

Ｔ
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
霞

が
関
第
一
事
業
部
内
）
☎
０
３

（
６
７
３
７
）
９
２
７
３
、
ま
た

はomotenashi@bwt.jtb.jp

　
農
林
水
産
省
が
推
進
す
る
「
日
本
の
食
で
お
も
て
な
し
」
事
業
で
は
、
先
進
的
な
取

組
を
行
っ
て
い
る
地
域
を
全
国
で
６
カ
所
紹
介
し
て
い
る
。
本
紙
で
は
、
６
地
域
の
地

域
食
材
の
魅
力
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
「
食
」
を
活
用
し
た
観
光
振
興
の
取
組
に
注

目
す
る
。
今
週
号
は
石
川
県
金
沢
市
の
「
甘
エ
ビ
」
。

近
江
町
市
場
（
写
真
提
供
・
石
川

県
観
光
連
盟
）

㊤地元の新鮮な魚介類を使っ
たにぎりずし
㊦甘エビ（写真提供・石川県
観光連盟）

　
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
、
観
光

客
で
に
ぎ
わ
う
金
沢
。
豊
富
な
海

産
物
と
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
加
賀
野

菜
に
代
表
さ
れ
る
農
産
物
を
使
っ

た
郷
土
料
理
を
旅
の
目
的
と
す
る

人
も
多
い
。

　
豊
富
な
海
産
物
は
、
入
り
組
ん

だ
海
岸
線
を
持
つ
能
登
半
島
の
地

形
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
能
登

半
島
が
、
日
本
海
に
面
す
る
外
海

と
内
陸
側
の
内
海
・
湾
に
分
け
て

い
る
こ
と
が
、
多
く
の
種
類
の
魚

介
類
の
水
揚
げ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
そ
の
中
で
も
、
今
が
旬
の
甘
エ

ビ
は
、
能
登
を
代
表
す
る
高
級
食

材
と
し
て
、
近
年
人
気
を
集
め
て

い
る
。
正
式
な
名
称
は
「
ホ
ッ
コ

ク
ア
カ
エ
ビ
」
と
い
い
、
グ
リ
シ

ン
や
ア
ラ
ニ
ン
な
ど
の
ア
ミ
ノ
酸

に
由
来
す
る
豊
か
な
甘
味
が
あ
る

こ
と
か
ら
「
甘
エ
ビ
」
の
名
が
あ

る
。
主
に
刺
し
身
や
す
し
と
し
て

食
さ
れ
る
が
、
焼
き
物
や
天
ぷ
ら

な
ど
火
を
通
す
料
理
に
し
て
も
お

い
し
い
。

　
か
つ
て
は
身
が
柔
ら
か
く
鮮
度

が
落
ち
や
す
か
っ
た
た
め
、
ほ
と

ん
ど
が
地
元
で
消
費
さ
れ
、
県
外

で
の
知
名
度
は
高
く
な
か
っ
た
。

今
で
は
、
流
通
過
程
の
技
術
向
上

で
、
県
外
向
け
に
生
き
た
状
態
で

出
荷
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
本
物
の
お
い
し
さ
を
知
っ

た
人
が
金
沢
を
訪
れ
る
よ
う
に
な

る
な
ど
、
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い

る
。

　
石
川
県
や
石
川
県
漁
業
協
同
組

合（
Ｊ
Ｆ
い
し
か
わ
）な
ど
は
、こ

れ
ま
で
甘
エ
ビ
な
ど
地
元
海
産
物

の
消
費
拡
大
の
た
め
、県
内
外
で

の
Ｐ
Ｒ
や
学
校
給
食
へ
の
食
材
提

供
と
い
っ
た
地
道
な
活
動
を
続
け

て
い
る
。そ
の
努
力
が
実
り
、新
幹

線
開
業
効
果
と
も
重
な
っ
て
、埼

玉
県
や
長
野
県
な
ど
海
が
な
い
新

幹
線
沿
線
の
県
か
ら
、普
段
な
か

な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
漁
港

や
市
場
を
見
る
た
め
に
、観
光
客

が
増
え
た
。ま
た
、欧
米
か
ら
の
外

国
人
観
光
客
も
増
加
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
に
近
く
、
「
金
沢

の
台
所
」
と
し
て
市
民
か
ら
親
し

ま
れ
て
い
る
近
江
町
市
場
に
は
、

甘
エ
ビ
を
は
じ
め
と
し
た
新
鮮
な

海
産
物
が
そ
ろ
い
、
市
場
の
雰
囲

気
を
楽
し
み
な
が
ら
捕
れ
た
て
の

食
材
を
使
っ
た
海
鮮
丼
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
金
沢
市
観
光
協
会
も
豊
か
な
食

の
魅
力
を
テ
ー
マ
に
盛
り
込
ん
だ

旅
行
商
品
「
体
感
！
金
沢
の
旅
」

を
造
成
。
す
し
の
名
店
３
店
を
巡

り
、
甘
エ
ビ
な
ど
の
旬
の
味
を
堪

能
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
設
定

し
た
。
ま
た
、
市
内
の
飲
食
店


店
舗
で
使
え
る
食
事
ク
ー
ポ
ン
券

「
金
沢
美
味
」も
発
売
す
る
な
ど
、

食
の
分
野
か
ら
の
誘
客
強
化
を
図

っ
て
い
る
。

　
同
協
会
事
務
局
長
の
山や

ま

崎ざ
き

章あ
き
ら

さ
ん
は
「
『
体
感
！
金
沢
の
旅
』

は
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の
提
供
に
も
な

っ
て
い
る
。
『
今
の
季
節
は
こ
ん

な
食
や
体
験
が
楽
し
め
る
』
こ
と

を
示
し
、
金
沢
旅
行
の
参
考
に
し

て
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
狙
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

さ
ら
に
「
観
光
客
に
は
、
周
辺
の

観
光
地
や
温
泉
な
ど
も
巡
っ
て
い

た
だ
き
、
金
沢
だ
け
で
は
な
い
北

陸
各
地
の
食
を
味
わ
っ
て
ほ
し

い
」
と
周
遊
観
光
へ
の
期
待
を
示

し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
自
然
が
豊
か
な
金
沢

で
は
能
登
の
里
山
里
海
を
再
評
価

し
て
有
機
農
業
を
推
進
す
る（
株
）

金
沢
大
地
、ア
ジ
ア
農
業（
株
）、

金
沢
農
業
の
取
組
が
、
地
域
活
性

化
の
優
良
事
例
と
し
て
「
デ
ィ
ス

カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）の
宝
」

に
選
ば
れ
る
な
ど
、
地
元
産
の
農

林
水
産
物
を
生
か
し
た
取
組
が
、

観
光
分
野
に
活
気
を
も
た
ら
し
て

い
る
。

〈〉

青木　康弘

　
前
回
に
引
き
続
き
、
中
小
旅

館
・
ホ
テ
ル
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
策
に
取
り
組
む
コ
ツ
に
つ
い

て
紹
介
し
よ
う
。
外
国
人
の
来

訪
が
い
ま
ま
で
少
な
か
っ
た
観

光
地
に
あ
る
館
は
、
受
け
入
れ

に
消
極
的
だ
っ
た
り
、
受
け
入

れ
て
売
り
上
げ
に
つ
な
げ
た
い

が
集
客
方
法
が
分
か
ら
な
か
っ

た
り
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。

も
し
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
み

た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
あ
る
。

　
■
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
を
営
業

で
も
活
用
す
る

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
態

勢
を
強
化
す
る
た
め
、
外
国
人

ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
す
る
館
は
増

え
て
い
る
が
役
割
は
限
定
的

だ
。
フ
ロ
ン
ト
係
や
接
客
係
な

ど
、
来
館
さ
れ
た
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
の
対
応
が
中
心
と
な
る
こ

と
が
多
い
。
こ
れ
だ
け
で
は
人

材
の
活
用
方
法
と
し
て
も
っ
た

い
な
い
。
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
が

本
当
の
意
味
で
活
用
で
き
る
の

は
営
業
で
あ
る
。

　
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
ラ

ン
ド
社
）
の
仕
入
れ
や
手
配
を

担
当
す
る
の
は
外
国
人
が
多

い
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
営
業
担

当
者
が
日
本
語
で
い
く
ら
上
手

に
説
明
し
て
も
、
言
葉
や
価
値

観
の
問
題
か
ら
営
業
効
果
は
限

定
的
で
あ
る
。
ま
た
、
ビ
ジ
ネ

ス
ラ
イ
ク
な
応
対
に
と
ど
ま

り
、
日
本
人
同
士
の
よ
う
に
人

間
関
係
を
つ
く
る
こ
と
は
難
し

い
。

　
外
国
人
を
営
業
担
当
者
と
し

て
育
成
し
た
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
営
業
に
精
通
し
た
語
学
堪
能

な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
協
力
を

得
た
り
す
れ
ば
状
況
は
一
変
す

る
。
同
郷
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に

打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
、
日

本
人
で
は
知
り
え
な
い
有
益
な

情
報
を
教
え
て
く
れ
る
こ
と
も

あ
る
。

　
担
当
者
の
母
国
語
で
旅
館
・

ホ
テ
ル
の
魅
力
や
地
域
の
観
光

資
源
を
説
明
す
れ
ば
、
格
段
に

関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
確
率
は

高
ま
る
。
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
と

帯
同
営
業
を
実
施
し
て
成
果
を

上
げ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

　
■
ラ
ン
ド
社
の
内
情
を
理
解

す
る

　
中
国
人
ツ
ア
ー
は
本
年
も
増

加
傾
向
に
あ
る
が
、
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
間
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
競
争
が

激
し
く
、
ラ
ン
ド
社
は
構
造
的

に
利
益
が
出
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
宿
泊
費
や
貸
切
バ
ス

費
用
が
上
昇
す
る
中
で
、
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
か
ら
支
払
わ
れ
る
地

上
費
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
た

め
、
赤
字
覚
悟
で
受
注
し
家
電

量
販
店
へ
の
送
客
で
バ
ッ
ク
マ

ー
ジ
ン
を
得
て
何
と
か
黒
字
化

す
る
と
い
う
の
は
よ
く
聞
く
話

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ラ
ン
ド
社
と
取

引
し
て
い
る
と
、
宿
泊
単
価
の

ア
ッ
プ
も
困
難
で
あ
る
。
一
方

で
、
視
点
を
変
え
れ
ば
、
ラ
ン

ド
社
が
バ
ッ
ク
マ
ー
ジ
ン
を
得

ら
れ
る
機
会
を
作
っ
て
あ
げ
れ

ば
、
送
客
件
数
を
ア
ッ
プ
で
き

る
可
能
性
は
あ
る
。
例
え
ば
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
内
外
に
免
税
品

店
を
作
り
、
ラ
ン
ド
社
か
ら
送

客
が
あ
っ
た
場
合
に
は
購
入
額

の
一
定
割
合
に
つ
い
て
バ
ッ
ク

マ
ー
ジ
ン
を
払
う
と
い
う
取
り

決
め
を
す
れ
ば
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
、
ラ
ン
ド
社
と
も
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
だ
ろ

う
。

　
（
山
田
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
企
画
部
部
長
）

⑩

ム
ン
バ
イ
で
昨
年
度
に
開
催

し
た
訪
日
セ
ミ
ナ
ー
・
商
談

会
の
様
子

　
イ
ン
ド
は

億
以
上
の
巨

大
な
人
口
と
そ
の
安
定
し
た

経
済
発
展
か
ら
、
今
後
、
訪

日
旅
行
者
の
伸
び
が
期
待
で

き
る
市
場
の
一
つ
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
を
訪
れ
た
イ

ン
ド
人
数
は
２
０
１
４
年
８

万
８
千
人
で
、
訪
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル

万
人
、
訪
香
港

万

人
に
大
き
く
水
を
あ
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
イ
ン
ド

人
受
け
入
れ
に
関
す
る
課
題

を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
課
題
は

日
本
の
認
知
度
の
低
さ
で
あ

る
。
イ
ン
ド
人
の
多
く
は
日

本
を
旅
行
先
と
し
て
認
知
し

て
お
ら
ず
、
日
本
で
知
っ
て

い
る
地
名
と
い
え
ば
首
都
で

あ
る
東
京
、
戦
争
教
育
で
歴

史
の
教
科
書
に
出
て
く
る
広

島
の
２
都
市
ぐ
ら
い
で
あ

る
。
観
光
関
係
者
で
も
日
本

の
象
徴
富
士
山
や
ア
ジ
ア
で

絶
大
な
人
気
を
誇
る
北
海
道

を
認
知
し
て
い
る
人
は
少
な

い
。

　
次
に
食
事
に
関
す
る
課
題

が
あ
る
。
イ
ン
ド
は
宗
教
な

ど
の
理
由
か
ら
ベ
ジ
タ
リ
ア

ン
が
多
く
、
肉
や
魚
は
も
ち

ろ
ん
、
卵
、
土
の
中
の
野
菜

を
食
べ
な
い
人
も
い
る
な
ど

個
々
人
に
よ
っ
て
違
い
も
あ

る
。
イ
ン
ド
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
を
広
く
持
つ
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
や
香
港
は
、
イ
ン
ド
人

が
安
心
し
て
訪
れ
る
こ
と
が

で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
多

い
。
一
方
、
日
本
、
特
に
地

方
で
は
イ
ン
ド
料
理
店
な
ど

の
数
も
限
ら
れ
て
お
り
、
和

食
の
基
本
で
あ
る
鰹
だ
し
が

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
に
と
っ
て
禁

忌
食
材
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
食
事
の
問
題
は
訪
日
の

大
き
な
阻
害
要
因
と
な
っ
て

い
る
。

　
三
つ
目
は
コ
ス
ト
の
問
題

で
あ
る
。
日
本
は
物
価
が
高

い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
、
早
々
に
旅
行
候
補
地
か

ら
外
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
最
後
は
ビ
ザ
の
問
題
で
あ

る
。
２
０
１
４
年
に
訪
日
マ

ル
チ
ビ
ザ
の
発
給
が
開
始
さ

れ
、
ビ
ザ
の
利
便
性
は
高
ま

っ
て
は
い
る
も
の
の
、
他
国

に
比
べ
ビ
ザ
審
査
が
厳
し

く
、
特
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

旅
行
は
日
本
を
候
補
地
に
入

れ
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
だ

と
言
え
る
。

　
現
在
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
で
は
、

認
知
度
の
向
上
と
、
イ
ン
ド

人
が
安
心
し
て
訪
日
で
き
る

た
め
の
情
報
発
信
を
主
眼
に

置
い
た
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
認
知
度
に
つ
い
て
は
、

消
費
者
向
け
の
イ
メ
ー
ジ
広

告
の
掲
出
の
ほ
か
、
日
本
で

の
視
察
と
商
談
会
、
現
地
で

の
旅
行
博
出
展
や
セ
ミ
ナ

ー
、
商
談
会
な
ど
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
訪

日
旅
行
の
大
き
な
阻
害
要
因

と
な
っ
て
い
る
食
事
の
問
題

に
取
り
組
む
た
め
、
イ
ン
ド

人
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
な
ど
に
協

力
い
た
だ
き
、
ベ
ジ
タ
リ
ア

ン
レ
ス
ト
ラ
ン
を
掲
載
し
た

小
冊
子
を
作
成
し
広
く
配
布

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
実
際
に
訪
日
視
察
旅
行
を

終
え
た
現
地
旅
行
会
社
の
担

当
か
ら
は
「
物
価
も
食
事
も

問
題
な
い
、
日
本
に
送
客
し

た
い
」
と
い
う
声
が
い
く
つ

も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
ま
ず

は
継
続
し
た
日
本
の
情
報
発

信
で
、
イ
ン
ド
人
の
訪
日
に

対
す
る
不
安
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
除
き
、

１
人
で
も
多
く
の
イ
ン
ド
人

に
日
本
を
体
験
し
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

る
。
折
し
も
日
本
政
府
は
本

年
度
か
ら
イ
ン
ド
市
場
を
ビ

ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン（
Ｖ
Ｊ
）

事
業
の
重
点
市
場
と
位
置
づ

け
、
今
後
も
積
極
的
な
誘
致

活
動
を
続
け
て
い
く
予
定
で

あ
る
。
富
裕
層
も
多
く
、
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
イ
ン
ド

に
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
く
れ
る
団
体
や
企
業

が
増
え
る
こ
と
を
心
か
ら
期

待
し
た
い
。

　
◇
尾
崎
氏
は
、

月

日

付
人
事
で
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
本
部

海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部
に

帰
任
し
ま
し
た
。

（
隔
月
掲
載
）

外客数 伸び率（％） 外客数 伸び率（％）
総数 ，， ． ，， ．
韓国 ， ． ，， ．
中国 ， ． ，， ．
台湾 ， ． ，， ．
香港 ， ． ，， ．
タイ ， ． ， ．
シンガポール ， ． ， ．
マレーシア ， ． ， ．
インドネシア ， ． ， ．
フィリピン ， ． ， ．
ベトナム ， ． ， ．
インド ， ． ， ．
豪州 ， ． ， ．
米国 ， ． ， ．
カナダ ， ． ， ．
英国 ， ． ， ．
フランス ， ． ， ．
ドイツ ， ． ， ．
イタリア ， ． ， ．
ロシア ， －． ， －．
スペイン ， ． ， ．
その他 ， ． ， ．

年９月　訪日外客数　（ＪＮＴＯ推計値）

国・地域 月 ～月

地　域 ％ 増減 地　域 ％ 増減

北海道 ． ． 北　陸 ． －．

東　北 ． ． 近　畿 ． ．

関　東 ． ． 中　国 ． ．

甲信越 ． ． 四　国 ． ．

東　海 ． ． 九　州 ． －．

９月　地域別客室利用率

出所　全日本シティホテル連盟

（１０）第２８１９号 第３種郵便物認可 ２０１５年（平成２７年）１０月３１日（土曜日）

忍
者
隊
の
メ
ン
バ
ー

　
愛
知
県
は
こ
の
ほ
ど
、
海

外
で
の
知
名
度
の
向
上
と
誘

客
の
促
進
を
図
る
た
め
、
県

内
在
住
の
外
国
人
ら
８
人
を

メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
愛
知
い

い
と
こ
発
見
忍
者
隊
」
を
結

成
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し

て
「
外
国
人
の
視
点
で
見
る

愛
知
」を
発
信
す
る
。英
語
、

中
国
語
繁
体
字
、
日
本
語
は

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
中
国
語
簡
体
字
は
ウ

ェ
イ
ボ
ー
を
活
用
す
る
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ

出
身
の
脳
科
学
研
究
者
や
フ

ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
、
イ
ギ
リ

ス
出
身
の
英
語
講
師
の
ほ

か
、
フ
ラ
ン
ス
出
身
者
や
中

国
出
身
者
な
ど
。

　
ま
た
、
外
国
人
に
向
け
て

魅
力
的
な
情
報
を
分
か
り
や

す
く
発
信
す
る
た
め
、
県
観

光
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中
。
国

内
外
か
ら
訪
れ
る
旅
行
者
向

け
の
ハ
ン
デ
ィ
サ
イ
ズ
の
公
式
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
制
作
も

進
行
し
て
い
る
。

　
全
日
本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
連

盟
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ａ
、
藤
野
公
孝

会
長
）
が
こ
の
ほ
ど
発
表
し

た
会
員
ホ
テ
ル
（
１
９
７
ホ

テ
ル
、
３
・
９
万
室
）
の
今

年
９
月
の
全
国
平
均
客
室
利

用
率
は

・
４
％
と
な
り
、

前
年
同
月
比
で
は
２
・
８
㌽

の
増
加
だ
っ
た
。

　
地
域
別
で
の
利
用
率
の
ト

ッ
プ
は

・
３
％
の
関
東
。

次
い
で
、
・
５
％
の
近
畿
、


・
０
％
の
東
海
な
ど
。

　
前
年
同
月
比
で
利
用
率
が

上
が
っ
た
地
域
は


・
５
㌽
増
の
東

海
、

・
０
㌽
増

の
四
国
、
９
・
２

㌽
増
の
中
国
な

ど
。

　
一
方
、
利
用
率

が
低
か
っ
た
地
域

は
、

・
５
％
の

九
州
、

・
７
％

の
東
北
、

・
１

％
の
北
陸
な
ど
だ

っ
た
。

　
前
年
同
月
比
で

利
用
率
が
下
が
っ

た
の
は
、
６
・
１
㌽
減
の
九

州
、
２
・
６
㌽
減
の
北
陸
の

２
地
域
。

　
百
戦
錬
磨
（
仙
台
市
）
は


月

日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

の
子
会
社
で
サ
イ
ク
ル
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
事
業
を
行
う
ド
コ

モ
・
バ
イ
ク
シ
ェ
ア
（
東
京

都
墨
田
区
）
と
共
同
で
、
沖

縄
県
今
帰
仁
村
で
観
光
客
向

け
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業

を
始
め
る
と
発
表
し
た
。

　
百
戦
錬
磨
子
会
社
の
と
ま

れ
る
（
東
京
都
千
代
田
区
）

が
運
営
す
る
宿
泊
サ
イ
ト

「
と
ま
り
ー
な
」
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
」
の
利
用
者
が

対
象
。
サ
イ
ト
に
登
録
し
て

い
る
宿
泊
施
設
や
観
光
協
会

事
務
所
な
ど
の
拠
点
に
ド
コ

モ
・
バ
イ
ク
シ
ェ
ア
が
保
有

す
る
自
転
車
を
観
光
客
に
レ

ン
タ
ル
す
る
仕
組
み
で
、
今

年
中
の
開
始
を
見
込
む
。

　
百
戦
錬
磨
で
は
現
在
、
村

内
宿
泊
施
設
を
対
象
に
参
画

施
設
を
募
集
し
て
い
る
。

　
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
）
が

月

日
に
発
表

し
た
今
年
９
月
の
訪
日
外
客

数
（
推
計
値
）
は
、
前
年
同

月
比

・
７
％
増
の
１
６
１

万
２
千
人
だ
っ
た
。
２
倍
増

と
な
っ
た
中
国
を
は
じ
め
訪

日
旅
行
の
重
点
市
場
で
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
を

除
く

市
場
が
９
月
と
し
て

過
去
最
高
を
記
録
。
１
～
９

月
の
累
計
は
前
年
同
期
比


・
８
％
増
の
１
４
４
８
万
７

６
０
０
人
と
な
り
、
昨
年
の

年
間
値
１
３
４
１
万
人
を
超

え
た
ほ
か
、
速
報
値
で
は


月
９
日
に
１
５
０
０
万
人
を

突
破
し
た
。

　
９
月
の
東
ア
ジ
ア
の
動
向

で
は
、

隻
の
ク
ル
ー
ズ
船

が
寄
港
す
る
な
ど
好
調
だ
っ

た
中
国
が

・
６
％
増
の


万
１
２
０
０
人
。
韓
国
は
旧

盆
休
暇
（
チ
ュ
ソ
ク
）
に
伴

う
４
連
休
が
旅
行
需
要
を
押

し
上
げ
、

・
６
％
増
の


万
１
７
０
０
人
。
台
湾
は
航

空
路
線
、
ク
ル
ー
ズ
の
拡
充

で

・
２
％
増
の

万
２
９

０
０
人
。
香
港
も

・
９
％

増
の

万
５
２
０
０
人
と
大

幅
に
伸
び
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
タ
イ

が

・
８
％
増
の
３
万
４
４

０
０
人
、
マ
レ
ー
シ
ア
が


・
４
％
増
の
２
万
１
３
０
０

人
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が

・

３
％
増
の
１
万
８
７
０
０

人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が

・

１
％
増
の
１
万
２
９
０
０
人

な
ど
。
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
は
、
国
内
経
済
の
減
速

の
中
で
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ

ン
事
業
な
ど
が
訪
日
需
要
を

支
え
た
。

　
欧
米
豪
は
、
米
国
が

・

１
％
増
の
７
万
６
３
０
０

人
、
豪
州
が

・
３
％
増
の

３
万
４
７
０
０
人
、
英
国
が

９
・
９
％
増
の
２
万
２
７
０

０
人
な
ど
。
米
国
は
燃
油
サ

ー
チ
ャ
ー
ジ
の
引
き
下
げ
や

円
安
基
調
な
ど
で
訪
日
需
要

が
拡
大
。
豪
州
は
９
月
後
半

か
ら
春
休
み
が
始
ま
っ
た
こ

と
で
、
家
族
旅
行
の
需
要
が

増
加
し
た
。

　
９
月
の
訪
日
外
客
数
の
発

表
を
受
け
、
観
光
庁
の
田
村

明
比
古
長
官
は

月

日
の

専
門
紙
向
け
会
見
で
、
今
年

の
年
間
値
の
予
測
に
つ
い
て

「
特
別
な
外
的
な
要
因
が
な

け
れ
ば
、
１
９
０
０
万
人
に

届
く
勢
い
」
と
の
見
通
し
を

示
し
た
。

　
９
月
ま
で
の
伸
び
率
が
続

け
ば
、
計
算
上
は
１
９
０
０

万
人
ど
こ
ろ
か
、
２
千
万
人

に
近
い
数
字
に
な
る
が
、

「
も
と
も
と
中
国
は
昨
年
も

伸
び
て
い
て
、
秋
以
降
の

〝
発
射
台
〟
（
ベ
ー
ス
と
な

る
前
年
の
実
績
）
が
高
く
な

っ
て
い
る
た
め
」
と
見
通
し

の
理
由
を
説
明
し
た
。

　
中
国
経
済
の
先
行
き
に
警

戒
感
が
広
が
る
中
、
中
国
か

ら
の
訪
日
旅
行
の
見
通
し
に

つ
い
て
は
、
「
キ
ャ
ン
セ
ル

が
出
て
い
る
わ
け
で
も
な

く
、
た
だ
ち
に
（
観
光
の
）

数
字
に
表
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
、
注
意
深

く
見
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」
と
指
摘
し
た
。

　
　
　
　
　
　
【
向
野
悟
】

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
日
本
一

の
朝
ご
は
ん
を
決
め
る
、
楽

天
ト
ラ
ベ
ル
主
催
の
「
朝
ご

は
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

１
５
」
の
北
海
道
大
会
が


月

日
、
札
幌
市
の
北
ガ
ス

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｋ
で
開
か
れ
、
シ
ャ
ト
レ

ー
ゼ
・
ガ
ト
ー
キ
ン
グ
ダ
ム

サ
ッ
ポ
ロ
・
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

リ
ゾ
ー
ト
（
札
幌
市
）
が
優

勝
し
た
。

　
準
優
勝
は
静
内
エ
ク
リ
プ

ス
ホ
テ
ル（
新
ひ
だ
か
町
）、

３
位
は
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
（
札
幌
市
）
。

審
査
員
特
別
賞
は
、
オ
ー
セ

ン
ト
ホ
テ
ル
小
樽（
小
樽
市
）

と
ホ
テ
ル
・
ナ
ト
ゥ
ー
ル
ヴ

ァ
ル
ト
富
良
野（
富
良
野
市
）

だ
っ
た
。

　
優
勝
し
た
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ

・
ガ
ト
ー
キ
ン
グ
ダ
ム
サ
ッ

ポ
ロ
・
ホ
テ
ル
＆
ス
パ
リ
ゾ

ー
ト
の
メ
ニ
ュ
ー
は
「
北
海

道
野
菜
の
白
い
プ
リ
ン
～
道

産
の
海
鮮
を
の
せ
て
～
」
と

「
朝
か
ら
さ
ら
っ
と
薬
膳
ス

ー
プ
ご
は
ん
」
。
審
査
員
を

務
め
た
楽
天
の
武
田
和
徳
取

締
役
常
務
執
行
役
員
は
「
白

い
プ
リ
ン
は
、
食
べ
た
瞬
間

か
ら
気
持
ち
が
高
揚
す
る
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
味
。
こ
の

甘
さ
と
食
感
と
、
ソ
ー
ス
の

融
合
が
何
と
も
言
え
ず
楽
し

い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ

る
」
と
称
賛
し
た
。


